


選択科目   河川、砂防及び海岸・海洋 

平成   年度 技術士第二次試験 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門    建設       部門 

専門とする事項  河川・海岸構造物 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1マスにつき 1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－  2 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字 

※ 

１ 東 日 本 大 震 災 で 生 じ た 事 象 や 課 題  

( 1 ) 堤 防 の 耐 震 対 策 の 推 進  

 東 日 本 大 震 災 で は 、 地 震 に よ り 河 川 堤 防 の 多 く が 液

状 化 で 沈 下 し 、 そ の 後 に 来 襲 し た 津 波 に 対 し 堤 防 の 機

能 を 確 保 す る こ と が で き な か っ た 。 よ っ て 課 題 は 、 い

か に 堤 防 の 耐 震 対 策 を 推 進 す る か で あ る 。 し か し 、 河

川 堤 防 の 延 長 は 長 く 、 全 て の 堤 防 の 耐 震 点 検 を 実 施 し

耐 震 対 策 を 実 施 す る こ と は 困 難 で あ る 。  

( 2 ) 確 実 な 水 門 ・ 陸 閘 の 閉 鎖  

 東 日 本 大 震 災 で は 、 多 く の 水 門 や 陸 閘 が 閉 鎖 さ れ ず

に 津 波 が 浸 水 し た 。 さ ら に 、 多 く の 水 門 の 操 作 者 が 被

災 し た 。 よ っ て 課 題 は 、 操 作 者 の 安 全 を 確 保 し た 確 実

な 水 門 ・ 陸 閘 の 閉 鎖 で あ る 。 し か し 、 多 く の 水 門 は 手

動 で あ り 、 操 作 者 は 複 数 の 水 門 の 閉 鎖 を 担 当 し て い る

な ど 水 門 の 閉 鎖 に 時 間 を 要 し て い る 。  

( 3 ) 想 定 最 大 規 模 外 力 に 対 す る 災 害 リ ス ク の 低 減  

 東 日 本 大 震 災 で は 、 設 計 外 力 を 超 え る 想 定 外 の 外 力

に よ り 被 災 し た 。 よ っ て 課 題 は 、 施 設 設 計 の 外 力 を 上

回 る 外 力 に 対 し 、 い か に 災 害 リ ス ク を 低 減 す る か で あ

る 。 し か し 、 河 川 堤 防 や 海 岸 堤 防 は 洪 水 や 津 波 に よ る

越 流 と い っ た 設 計 外 力 を 上 回 る 外 力 に 対 し 脆 弱 で あ る 。  

２ 被 害 の 軽 減 に 向 け て 取 り 組 む べ き 具 体 的 な 方 策  

( 1 ) 選 択 と 集 中 に よ る 効 率 的 な 耐 震 点 検  

 堤 防 の 耐 震 対 策 を 推 進 す る た め に は 、 ス ト ッ ク 効 果

が 最 大 限 発 揮 さ れ る 箇 所 を 選 択 し 、 集 中 的 に 耐 震 点 検
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を 行 う 。 具 体 的 に は 、 人 口 や 資 産 が 多 い 下 流 域 や 企 業

の 立 地 が 予 定 さ れ て い る 箇 所 等 を 中 心 に 耐 震 点 検 を 実

施 す る 。 耐 震 点 検 の 際 は 、 「 河 川 堤 防 耐 震 点 検 の 手 引

き 」 を 用 い 、 一 次 点 検 、 二 次 点 検 で 簡 易 的 な 点 検 に よ

り 効 率 化 を 図 る 。  

( 2 ) １ チ ー ム １ 水 門  

 確 実 に 水 門 ・ 陸 閘 を 閉 鎖 す る た め に は 、 複 数 人 の チ

ー ム で 水 門 閉 鎖 を 担 当 し 、 担 当 す る 水 門 は １ 基 の み と

す る 。 具 体 的 に は 、 多 数 あ る 水 門 ・ 陸 閘 を 真 に 必 要 な

水 門 の み と す る 統 廃 合 を 実 施 し 、 水 門 基 数 の 縮 小 を 図

る 。 必 要 な 水 門 に つ い て は 、 津 波 到 達 時 間 に 対 し 操 作

者 の 避 難 時 間 等 が 不 足 す る 場 合 は 、 自 動 ・ 遠 隔 化 し 、

手 動 と な る 場 合 は １ チ ー ム １ 基 の み の 担 当 と す る 。  

( 3 ) 想 定 最 大 規 模 外 力 を 考 慮 し た 施 設 設 計  

 設 計 外 力 を 上 回 る 外 力 に 対 し 災 害 リ ス ク を 低 減 さ せ

る た め に は 、 そ の 外 力 を 考 慮 し た 施 設 設 計 を 行 う 。 具

体 的 に は 、 河 川 堤 防 や 海 岸 堤 防 に お い て 洪 水 、 津 波 に

よ る 越 流 と い っ た 設 計 外 力 を 上 回 る 外 力 に 対 し 粘 り 強

い 構 造 と な る よ う 工 夫 す る 。 例 と し て 、 天 端 を ア ス フ

ァ ル ト 舗 装 し 、 法 尻 を ブ ロ ッ ク 等 で 補 強 す る 。  

３ 現 状 の ハ ザ ー ド マ ッ プ の 課 題  

( 1 ) 複 数 災 害 へ の 対 応  

 上 述 し た 東 日 本 大 震 災 な ど の 大 規 模 地 震 に お い て 、

同 時 に 複 数 の 災 害 が 発 生 し て い る 。 例 え ば 、 地 震 後 に

来 襲 す る 津 波 か ら 避 難 す る 際 、 地 震 に よ り 発 生 し た 土
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砂 災 害 に よ っ て 避 難 路 が 塞 が れ て し ま う こ と が 考 え ら

れ る 。 よ っ て 課 題 は 複 数 の 災 害 を 考 慮 し た ハ ザ ー ド マ

ッ プ （ 以 降 H M と 記 載 す る ） の 作 成 が 課 題 で あ る 。 し

か し 、 現 在 の H M は 、 災 害 ご と （ 洪 水 、 津 波 、 土 砂 災

害 等 ） に H M が 作 成 さ れ て い る 。  

( 2 ) 平 時 に も わ か り や す い H M  

住 民 の 主 体 的 な 避 難 行 動 を 促 す た め に は 、 平 時 の 避

難 訓 練 を 定 期 的 に 実 施 す る 必 要 が あ る 。 よ っ て 課 題 は 、

避 難 時 に わ か り や す い こ と は も ち ろ ん 、 平 時 の 避 難 訓

練 時 に も わ か り や す い H M を 作 成 す る こ と で あ る 。 し

か し 、 住 民 の 災 害 に 対 す る 意 識 が 低 い 。  

４ ハ ザ ー ド マ ッ プ の 改 善 策  

( 1 ) 水 害 H M の 推 進  

 複 数 災 害 へ 対 応 す る た め に は 、 個 々 に 分 か れ て い る

H M を 水 害 H M と し て １ つ の H M に 統 合 す る 。 多 く の 情

報 を １ つ の H M に 詰 め 込 む た め 、 情 報 が 煩 雑 と な ら な

い よ う 留 意 す る 。  

( 2 ) 地 域 防 災 力 の 強 化 に 資 す る H M の 作 成  

 平 時 に わ か り や す い H M を 作 成 す る た め に は 、 平 時

に 実 施 す る 避 難 訓 練 で 利 用 で き る よ う な H M を 作 成 す

る 。 具 体 的 に は 、 住 民 が 避 難 時 の 具 体 的 な 避 難 行 動 を

時 系 列 に 記 し た タ イ ム ラ イ ン を H M 裏 面 に 記 入 で き る

欄 を 設 け 、 住 民 の 防 災 力 強 化 に 貢 献 で き る よ う に す る 。  

以 上  


